
現時点のアンケート調査結果のまとめ③ 補助制度・環境目標
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ヒアリング調査 中間結果





ヒアリング調査概要①
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投資の意思決定に至るプロセスや、投資の判断基準、省エネ投資に関する情報の
入手先等について、具体事例を収集する目的でヒアリング調査を実施。

 調査対象事業所及び事業所数

 設備を導入する事業者（20社程度）
 ESCO、リース会社（5社程度）
 機器メーカー、プラントメーカー（5社程度）

 実施時期：2012年９月19日～10月中旬

 ヒアリング結果分析期間：10月下旬まで

 実施方法：対面による



ヒアリング調査概要②
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 質問項目
【情報不足】
不足している情報は具体的に何か、他の情報源へアクセスしていない理由

【投資の意思決定プロセス】
社内における省エネ投資の意思決定のプロセスや関連部署

投資の可否を判断する際の指標（投資回収年数等）、投資見送りの要因

投資判断には具体的にどんな情報が必要か、入手が困難な情報は何か。

３年以内に投資回収が見込める対策の実施の有無及びその理由

【省エネ促進に関する政策】
補助事業の活用状況、活用に当たってのハードルとなるものは何か。

阻害要因となりうる「将来の不確実性」とは具体的に何か。投資判断の基準となる環境政策の見通し
年数はどれくらいか。

【自社での温暖化対策】
温暖化対策に関する数値目標（自社及び業界団体）・達成状況に関する情報共有、達成に向けた対
策強化実施のプロセス

省エネ法や自主行動計画等の施策、及び外部からの評価の対策実施に対する影響度

環境対策未導入の理由
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ヒアリング調査 中間結果① 情報不足
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ヒアリング調査 中間結果② 投資の意思決定プロセス
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ヒアリング調査 中間結果② 投資判断
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ヒアリング調査 中間結果③ 投資判断




